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発達を支える子どものリハビリテーション
　　　　～急性期から地域への橋渡し～

　大学病院や地域の基幹病院では、発達に関するリスクを抱えた小児を継続的に診療している
ことが多く、発達のフォローや様々な障害に対するリハビリテーション（以下リハ）の必要性は、
年々高まっています。　そして小児の発達の問題は、運動機能、高次精神機能、言語・構音
機能、摂食嚥下機能、視覚・聴覚機能、関節可動域などと多岐にわたります。　
　その一方で、高度先進医療を実践している大きな病院で、上記のような患児を継続的にフォロー
することには限界があり、地域の療育センターとの連携が必須です。　しかしながら、地域の療育
センターにおいても、そのマンパワーや物的環境には限界があり、学童期以降の支援を教育分野
に丸投げせざるを得ない実状があります。
　そのような現状を打開する策として、国立成育医療研究センターでは、2011年の組織改革に
おいて「発達評価センター」が設置され、その役割を、リハ科をはじめとした各診療部の医師・
コメディカルスタッフによって担うことになり、開設後2年3カ月間で累計1,117例の患児を受け入れ、
800件におよぶ「発達評価報告書」を作成し、患児のご家族にフィードバック致しました。　これらの
データは同センターの発達評価データベースに蓄積され、様々な臨床研究に生かされています。
　今回我々は、国立成育医療研究センターリハビリテーション科／発達評価センター、そして地域
小児科クリニックで日常行われている様々なアプローチの実際を紹介し、参加者の皆様と一緒に、
真に子どものためになるリハビリテーションとは何かを考えてみたいと思います。
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21,000 円（2 日間）
2 名以上でのお申込み　20,000 円
※「修了証」をご希望の方は 500 円プラスとなります。
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上出 杏里　先生
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日本言語聴覚士協会／日本作業療法士協会／日本医師会／日本発達障害ネットワーク（順不同）



プログラム第 148 回国治研セミナー プログラム

※プログラムは変更することもございますので予めご了承ください。

●申込方法：ホームページhttp://www.iiet.co.jpの申込みページから、
　　　　　　または、本紙申込書にご記入の上、FAX にてお申込みください。
●受講料：2 日間　21,000 円 （修了証含 21,500 円）
　　　　　※2 名様以上でのお申込み　20,000 円 （修了証含 20,500 円）
　※お申込後 10 日以内に受講料のお振込みをお願いします。ご入金を確認後、正式なお申込
　　となり、受講番号のご案内をメールまたは FAX にてお知らせいたします。
　※「受講票」は、開催日の 2 週間前よりお申込み代表者の方にお送りいたします。
●定員：300 名（定員になり次第締め切らせていただきます。）
　※残席状況は、ホームページにてご案内いたします。
●キャンセルについて：（必ずご連絡をお願いいたします。）
１．セミナー 6 日前まで：振込手数料、受講票送料などの実費を差引いて返金いたします。
２．セミナー 5 日前から 2 日前まで：上記１の金額とキャンセル事務手数料として 5,000 円を頂戴いたします。
３．セミナー前日：上記１の金額とキャンセル事務手数料として 10,000 円を頂戴いたします。
４．セミナー当日：全額を頂戴いたします。但し、その場合は後日テキスト集を送付させていただきます。
５．天災、地変、不慮の事故など、不可抗力により開催されない場合、返金をご容赦いただく事もありますのでご了承ください。

8051836

※お振込の際には、お申込者の
　お名前を必ずご記名ください。
※お振込手数料は、ご負担を
　お願いします。

受講料お振込先

FAX to 03-3436-5808 第 148 回 国治研セミナー 受講申込書

  9:30 ～ 受付・開場
  9:50 ～ 開会・挨拶

10:00 ～ 12:00　「発達を支える子どものリハビリテーション」
     　　橋本 圭司 先生
　（昼食休憩 60 分）

13:00 ～ 14:00　「子どもの理学療法の実際」
     　　大久保 浩子 先生
　（休憩 20 分）

14:20 ～ 15:20　「子どもの作業療法の実際」
     　　深澤 聡子 先生
　（休憩 5 分）

15:25 ～ 15:50　質疑応答

  9:30 ～   開場

10:00 ～ 11:00　「地域リハビリテーション
  　　　　　　―クリニックでの実践―」
     　　本田 真美 先生
　（休憩 10 分）

11:10 ～ 12:10  「発達評価センターにおける子どもの発達評価」
     　　竹厚　誠 先生
　（昼食休憩 60 分）

13:10 ～ 14:10  「子どもの言語聴覚療法の実際」
     　　佐藤 裕子 先生
　（休憩 10 分）

14:20 ～ 15:20  「子どもの社会参加
  　　―障害者スポーツとリハビリテーション」
     　　上出 杏里 先生
　（休憩 5 分）

15:25 ～ 15:50　質疑応答

　

第 1 日目 第 2 日目

●振込は　　　月　　　日に　　　　　　　　　銀行から予定。　　

受講票の送付先

受講票の送付先

勤務先名

勤務先名

振込人ご名義（　　　　　　　　　　　　　）振込予定額（￥　　　　　　　）

お申込みの前に必ずお読みください
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